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◆
編
集
後
記
◆

８
月
11
日
に
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
人

の
誘
い
で
、
映
画
「
戦
場
ぬ
止
み
（
い
く

さ
ば
ぬ
と
う
ど
う
み
）」
を
観
た
。
監
督

は
有
名
な
「
標
的
の
村
」
を
撮
っ
た
三
上

智
恵
さ
ん
で
、
今
、
辺
野
古
の
海
を
埋
め

立
て
て
最
新
の
ア
メ
リ
カ
軍
事
基
地
が
作

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
巨

大
な
軍
港
を
備
え
、
オ
ス
プ
レ
イ
1
0
0

機
が
配
備
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
も
は
や
普

天
間
基
地
の
代
替
施
設
な
ど
で
は
な
い
、

と
い
う
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
闘
争
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
強
く
心
に
残
っ

た
の
は
、
新
基
地
建
設
の
た
め
の
機
材
が

運
ば
れ
る
米
軍
海
兵
隊
の
「
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
基
地
」
の
ゲ
ー
ト
前
で
、
連
日

の
座
り
込
み
を
す
る
85
歳
の
文
子
ば
あ
さ

ん
で
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
悲
惨
な

沖
縄
戦
の
体
験
談
、
母
や
弟
の
た
め
に
必

死
に
生
き
て
き
た
戦
後
、
そ
し
て
今
の
闘

い
、
沖
縄
は
今
な
お
戦
場
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
週
土
曜
日
、
家
族
５
人
で

抗
議
行
動
を
続
け
る
清
武
さ
ん
一
家
、

ゲ
ー
ト
前
の
リ
ー
ダ
ー
山
城
博
治
さ
ん
は

毎
朝
５
時
半
に
は
病
を
押
し
て
門
の
前
に

立
つ
。
カ
ヌ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
弘
文
さ
ん
、

高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト
基
地
建
設
反
対
の
ゲ

ン
さ
ん
一
家
、
み
ん
な
元
気
に
明
る
く
団

結
し
て
戦
っ
て
い
る
。
是
非
、
こ
の
映
画

を
観
て
ほ
し
い
。
私
も
、
10
月
の
日
退
教

第
７
次
沖
縄
交
流
に
参
加
し
、
連
日
座
り

込
み
を
す
る
人
々
と
交
流
し
、
新
基
地
建

設
反
対
の
輪
を
広
げ
た
と
思
っ
て
い
る
。

（
ま
）

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
に
お
い
て
、
日
政
連
比

例
区
「
な
た
に
や
正
義
」
候
補

は
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
に
あ
た

り
、
日
退
教
は
安
倍
自
公
政
権

の
戦
争
へ
の
道
づ
く
り
や
教
育

制
度
改
悪
の
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
に
も
、
な
ん
と
し

て
も
日
政
連
議
員
を
当
選
さ
せ

よ
う
と
の
決
意
の
も
と
、
比
例

区
に
「
な
た
に
や
正
義
」、
愛

知
選
挙
区
に
「
齋
藤
よ
し
た

か
」、
兵
庫
選
挙
区
に
「
水
岡

俊
一
」（
い
ず
れ
も
現
職
）
の

３
名
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
、

各
単
会
の
推
薦
と
活
動
を
要
請

し
て
き
ま
し
た
。

各
単
会
は
地
元
選
挙
区
推
薦

候
補
者
の
当
選
と
と
も
に
、
比
例
区
「
な

た
に
や
」
の
当
選
を
期
し
て
戦
い
ま
し
た
。

「
な
た
に
や
」
さ
ん
、「
齋
藤
」
さ
ん
の

当
選
は
果
た
し
ま
し
た
が
、「
水
岡
」
さ

ん
に
つ
い
て
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
議
院
比
例
区
の
選
挙
は
、
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
所
属
政
党
が
票

を
と
っ
て
も
比
例
区
で
は
個
人
名
得
票
数

で
上
か
ら
当
選
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
。

結
果
は
「
な
た
に
や
」
さ
ん
は
連
合
擁
立

候
補
者
12
人
中
７
番
目
、
民
進
党
獲
得
11

議
席
中
８
番
目
で
の
当
選
で
し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
全
体
的

に
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
改
憲
勢
力
」
３

分
の
２
を
許
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
部

首
相
は
な
ん
と
し
て
も
「
憲
法
改
悪
」
に

手
を
つ
け
て
く
る
で
し
ょ
う
。
当
面
い
わ

ゆ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、

野
党
共
闘

の
成
果
も

あ
り
ま
し

た
。
全
国

32
の
一
人

区
（
選
挙

区
）
で
は

全
て
の
区

で
野
党
統

一
候
補
が

擁
立
さ
れ
、

う
ち
11
人

が
当
選
し

ま
し
た
。

な
か
で
も
、

沖
縄
選
挙

区
で
は
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
を
訴
え
た
伊
波
候

補
が
、
現
職
大
臣
を
破
っ
て
当
選
。
東
北

地
方
で
は
、
福
島
で
現
職
閣
僚
を
落
選
さ

せ
る
な
ど
、
６
県
中
５
県
で
野
党
統
一
候

補
が
当
選
。
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
た
鹿
児

島
県
知
事
選
で
は
川
内
原
発
の
九
州
電
力

川
内
（
せ
ん
だ
い
）
原
発
の
一
時
停
止
・

点
検
を
訴
え
た
「
三
反
園
訓
」
さ
ん
が
当

選
と
、
展
望
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

衆
院
東
京
10
区
と
福
岡
６
区
の
補
選
が

10
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
野
党
統
一
候
補

の
擁
立
が
で
き
る
か
が
焦
点
で
す
。

今
学
校
現
場
は
超
勤
・
多
忙
化
の
実
態

が
あ
り
、
歯
止
め
な
い
自
発
的
勤
務
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
を
改

変
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
道

徳
教
育
の
特
別
教
科
化
な
ど
、
あ
ら
た
な

教
育
も
現
場
に
押
し
付
け
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
学
校
現
場
と
連
帯
し
た
日
政

連
議
員
の
政
策
提
言
が
圧
倒
的
に
重
要
で

す
。
わ
た
し
た
ち
の
教
育
・
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
思
い
、
憲
法
を
守
り
、
平
和
な

社
会
を
築
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
日
政
連

議
員
と
と
も
に
運
動
を
す
す
め
ま
す
。
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７月10日投開票の参院選で私がやったことの１つが、署
名入り「公選はがき」の宛名書きでした。枚数は、比例区
候補「なたにや」分が３桁、地方区候補「小川敏夫」分は
比例区の３分の１でしたがどうにか３桁にはなりました。
１枚でも多く、と今は年賀の往復だけになっている元同僚
や卒業生、都退教協会員と私が把握して東京教組役員以外
の「知り合い」という「知り合い」、そしてわかる範囲の
親類縁者すべてに出しました。

私が感じたのは、その反応です。まず、妻の元同僚から
は、「私の投票した人が二人とも当選したの、これまで長
いこと選挙に行っているけど、初めてでした」と。もう一
人は甥の連れ合いから「候補者がたくさんいて、誰に投票
したらいいか、と思っていたら、叔父さんからのハガキで
いい人紹介してもらって、しかも両方当選したので本当に
よかったと思っています」と。

マスコミは、「改憲派が３分の２を占めた」ことを意図
的に煽っています。しかし、私は東北地域の大部分と関東
甲信越の多くの県で、「野党統一候補が」自公勢力を凌駕
したこと、東京・愛知で民進党が複数当選しています。し
たがって、私は今後の闘いの「芽」と「下地」は充分にあ
るとみて良いと考えています。仕切り直しはこれからです。

なたにやさん・齋藤さん当選、水岡さん次点 −参議院選挙− 角
三
外
弘
　
　
石
川
、
七
尾
市

私
は
、
こ
の
20
年
ほ
ど
七
尾
へ
の
中
国
人
強
制

連
行
・
強
制
労
働
の
問
題
の
調
査
や
裁
判
闘
争
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、

日
本
は
閣
議
決
定
に
も
と
づ
き
約
４
万
人
の
中
国

人
を
強
制
連
行
し
、
日
本
の
鉱
山
や
炭
鉱
、
土
木

建
築
、
港
湾
な
ど
で
強
制
労
働
を
さ
せ
、
約
７
千

人
が
、
苛
酷
な
労
働
と
虐
待
、
栄
養
不
足
な
ど
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
七
尾
へ
は
3
9
9
人
が
連
行

さ
れ
港
湾
荷
役
労
働
で
15
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

私
は
現
職
の
1
9
9
5
年
か
ら
調
査
を
始
め
、

10
数
回
も
訪
中
し
て
七
尾
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
幸

存
者
や
遺
族
を
訪
ね
て
聴
き
取
り
、
交
流
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
2
0
0
5
年
か
ら
は
七
尾
強
制
連

行
訴
訟
に
と
り
く
み
、
原
告
や
弁
護
団
を
支
え
て

闘
か
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
で
15
件
の
中
国
人
強

制
連
行
訴
訟
が
た
た
か
わ
れ
ま
し
た
が
、
七
尾
は

最
後
の
提
訴
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
2
0
0
7
年
の
西
松
4
・
27
最
高

裁
判
決
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
敗
訴
と
な
り
ま
し
た

が
、
戦
後
補
償
を
求
め
る
と
り
く
み
は
続
い
て
お

り
、
2
0
0
0
年
の
花
岡
和
解
、
2
0
0
9
年
の

西
松
和
解
、
そ
し
て
今
年
６
月
の
三
菱
和
解
と
い

う
成
果
を
得
て
い
ま
す
。
七
尾
で
も
日
本
政
府
に

対
す
る
責
任
追
及
と
被
害
者
へ
の
国
家
賠
償
を
求

め
る
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
へ
の
強
制
連
行
に
先
立
っ
て
、
中
国
の
華

北
地
方
な
ど
か
ら
東
北
地
方
（「
旧
満
州
」）
へ
多

く
の
中
国
人
が
強
制
連
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

総
数
に
つ
い
て
、
中
国
人
強
制
連
行
の
訴
訟
で
日

本
の
学
者
が
裁
判
所
へ
出
し
た
意
見
書
は
7
1
8

万
人
と
し
て
い
ま
す
。
貴
社
科
院
で
は
、
東
北
地

方
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
中
国
人
の
総
数
を
ど
の
く

ら
い
と
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
　
黒
竜
江
省
社
科
院
の
王
希
亮
研
究
員
は
、

「
1
9
3
6
〜
1
9
4
0
年
は
１
年
間
に
1
0
0

万
人
、
1
9
4
1
〜
1
9
4
5
年
は
１
年
間
に
30

万
人
」
と
答
え
ま
し
た
。
合
計
6
5
0
万
人
と
な

り
、
私
が
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
5
0
0
万
人
か

ら
1
0
0
0
万
人
の
間
で
あ
る
。
日
本
へ
の
中
国

人
強
制
連
行
は
1
9
4
3
年
か
ら
で
あ
り
、
戦
争

末
期
に
は
「
旧
満
州
」
と
日
本
と
の
中
国
人
強
制

連
行
の
奪
い
合
い
と
も
い
え
る
状
況
と
な
っ
た
、

と
答
え
た
。

宮
川
幸
久
　
　
東
京
、
八
王
子

昭
和
天
皇
は
89
年
の
１
月
に
亡
く
な
り
、
日
本

国
中
が
喪
に
服
す
有
様
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
兵

士
と
し
て
中
国
大
陸
か
ら
仏
印
に
従
軍
し
た
父
は
、

生
前
、
祝
日
に
は
必
ず
日
の
丸
を
揚
げ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
父
が
天
皇
に
は
戦
争
責
任
が
あ
る
と

言
っ
て
い
た
。
皇
軍
兵
士
と
し
て
青
春
を
す
べ
て

捧
げ
た
よ
う
な
戦
争
に
従
軍
し
た
父
が
、
昭
和
天

皇
よ
り
早
く
亡
く
な
り
、
悔
し
く
て
仕
方
が
な

か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
昭
和
天
皇
の
戦
争
責

任
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

※
　
な
か
な
か
答
え
に
く
い
質
問
で
、
明
瞭
な

返
答
は
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

山
田
百
合
子
　
　
埼
玉
、
鶴
ヶ
島
市

日
本
人
が
戦
後
も
生
ま
れ
変
わ
れ
な
い
ポ
イ
ン

ト
は
尊
皇
思
想
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
初
期

に
水
戸
光
圀
が
国
学
者
、
神
官
、
朱
子
学
者
を
集

め
て
編
纂
さ
せ
た
大
日
本
史
に
起
因
し
ま
す
。
水

戸
藩
は
明
治
も
編
纂
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
思
想

が
明
治
の
元
勲
を
教
え
た
松
下
村
塾
に
流
れ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
思
想
で
特
に
神
官
た
ち
は
敗
戦

の
間
際
ま
で
テ
ロ
を
も
辞
さ
な
い
滅
私
報
国
、
忠

君
愛
国
と
戦
争
遂
行
の
調
子
を
歌
に
し
て
東
京
大

学
の
教
授
た
ち
か
ら
も
戦
意
高
揚
を
続
け
ま
し
た
。

こ
の
元
勲
た
ち
の
末
裔
が
現
政
権
で
す
。
今
も
宗

教
界
な
ど
は
日
本
会
議
と
な
っ
て
現
政
権
を
支
え

て
い
ま
す
。

※

　日
本
の
残
留
孤
児
を
育
て
て
く
れ
た
養
父

母
に
日
本
人
が
何
か
出
来
る
事
が
有
り
ま
す

か
。

本
村
富
美
子
　
　
東
京
、
中
野
区

私
た
ち
の
班
に
は
瀋
陽
郊
外
や
北
朝
鮮
で
生
ま

れ
た
人
や
親
が
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
た
人
が
い
ま
す
。

戦
後
生
ま
れ
で
も
親
戚
が
東
北
地
方
で
働
い
て
い

た
な
ど
、
戦
争
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
世
代
、
地
域
の
別
な
く
戦
争
を
教
え
ら
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で
は
現
代
史
を
学
ば
せ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
も
生

徒
に
き
ち
ん
と
戦
争
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た
と
反

省
し
て
い
ま
す
。
去
年
日
本
で
は
戦
争
法
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ま
た
戦
争
に
な
る
と

い
う
危
機
感
で
、
私
た
ち
は
国
会
へ
行
っ
た
り
、

若
い
人
と
話
を
し
た
り
、
重
慶
爆
撃
裁
判
支
援
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
中
国
東
北
地
方
に
来
た

の
は
２
回
目
で
す
。
前
回
感
動
し
た
の
は
撫
順
戦

犯
管
理
所
で
日
本
人
捕
虜
が
人
間
的
な
扱
い
を
受

け
、
罪
を
認
め
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
人
は
力
で

押
さ
え
つ
け
る
の
で
は
な
く
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
た
と
き
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

生
徒
と
関
わ
る
と
き
、
私
は
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
退
職
後
、
性
暴

力
を
受
け
た
女
性
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
責
任
を
認
め
ず
お
金
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
日
本
軍
慰
安

婦
問
題
の
解
決
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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（2）（3）

熊
本
県
退
教
　
会
長

田
川
勝
也

熊
本
は
４
月
14
日
、
16
日
に

震
度
７
の
地
震
に
襲
わ
れ
ま
し

た
。
余
震
だ
と
思
っ
た
の
が
本

震
で
、
14
日
の
地
震
が
前
震

だ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
16
日
の
本
震
で
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地

震
で
大
分
県
で
も
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
日
退
教
は
い
ち
早

く
全
国
の
仲
間
に
カ
ン
パ
活
動

を
呼
び
か
け
て
く
れ
、
６
月
の

定
期
総
会
の
冒
頭
、
熊
本
・
大

分
両
県
の
県
・
高
退
教
に
一
次

分
と
し
て
カ
ン
パ
を
配
分
さ
れ

ま
し
た
（
日
退
教
通
信
3
6
7

号
）。熊退

教
協
は
全
会
員
に
対
し
、

実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

県
下
、
11
地
区
の
う
ち
、
特
に

被
害
が
大
き
か
っ
た
４
地
区
は

ま
だ
完
全
に
把
握
で
き
て
い
な

い
状
態
で
す
。
そ
の
中
で
、
私

の
所
属
す
る
宇
城
地
区
の
概
要

を
述
べ
ま
す
。回
答
者
78
名（
全

会
員
の
71
％
）

被
害
の
状
況
　
全
壊
８
名

（
回
答
者
の
10
・
2
％
）、
半
壊

８
名
、
一
部
損
壊

56
名
（
71
・
7
％
）、

現
在
は
何
と
か
自

宅
に
住
ん
で
い
る

72
名
（
92
・
3
％
）、

自
宅
以
外
６
名

（
7
・
7
％
）、
今

は
自
宅
の
人
も
当

面
の
避
難
所
生

活
・
親
戚
や
友
人

宅
・
子
ど
も
の
家

を
転
々
、
車
中
泊

３
か
月
な
ど
大
変

な
生
活
だ
っ
た
人

も
多
く
い
ま
し
た
。

以
上
は
一
地
区

の
状
況
で
す
が
、

ま
だ
全
く
手
つ
か

ず
の
状
態
の
ま
ま
の
地
域
も
あ

り
ま
す
。
屋
根
は
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
に
覆
わ
れ
た
家
も
多
く
、
こ

れ
か
ら
雨
風
が
気
が
か
り
の
毎

日
で
す
。

（
８
月
末
現
在
、
地
震
に
よ

る
死
者
50
人
、
震
災
関
連
死
８

人
、
負
傷
者
2
、3
2
2
人
、

建
物
住
宅
被
害
1
6
6
、0

67
棟
、
地
震
回
数
2
、0
2
7

回
）こ

れ
ま
で
地
震
と
報
道
さ
れ

て
も
、
自
分
の
地
は
関
係
な
い

と
他
人
事
と
受
け
止
め
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
地
震
で
、
ど
こ

で
で
も
起
こ
り
う
る
と
日
常
の

構
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い

ま
す
。
こ
の
震
災
に
対
し
、
全

国
の
仲
間
よ
り
多
大
な
カ
ン
パ
、

激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
ご
厚
情
は
熊
本
の
会

員
に
と
っ
て
大
き
な
勇
気
付
け

と
な
り
ま
す
。
熊
本
・
大
分
の

各
県
・
高
退
教
を
代
表
し
て
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
の
台
風
、
大
雨

に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
会
員

の
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

第45回総会で４単会に目録贈呈（６月10日）
熊本地震に対し、全国の仲間からカンパが寄せられて
います。これまでに、470万円集まっていますが、単会
独自に送金した分を合わせて、３回にわたり410万円送
金をしています。（９月末現在）

参議院選後、社会保障の給付抑制と
負担増にむけて動き出す

厚生労働省のまとめによると、昨年度の医療費は今の形で統計
を取り始めて以来、初めて40兆円を超えて、概算で41兆4627億円
でした。これは、前の年度と比べて１兆5100億円、率にして3.8％
増え、増加額としては最大の伸びで、医療費は、2003年度以降、
13年連続で過去最高を更新しました。
７月10日の参議院選挙終了と前後して社会保障審議会の介護保
険部会、医療保険部会が審議を再開しました。６月２日に閣議決
定された「骨太方針2016」などに基づいて、医療保険については、
①入院時の光熱水費相当額負担、②ヘルスケアポイント付与など
による保険料支援の仕組み、③マイナンバーを利用した医療・介
護機関間の情報連携、④高額療養費制度の負担上限額の引き上げ、
⑤後期高齢者の窓口負担の引き上げ、⑥マイナンバーを利用した
金融資産把握による医療・介護負担、等です。そのうち「高額療
養費」と「後期高齢者医療窓口負担」を取り出して審議がすすめ
られています。
介護保険についても給付抑制・利用者負担増の議論がすすめら
れています。「給付の見直し」では介護保険の給付対象を「要介
護３以上」とし、それ以下は市町村の地域支援事業に移行させる
か全額自己負担化させるというものです。７月20日の審議会・部
会での検討テーマは①軽度者への支援の在り方、②福祉用具・住
宅改修の在り方、の２点でした。さらに８月19日の審議会では、
利用者負担率の引き上げ（１割から２割へ）、介護サービスの負
担上限額の引き上げ（37,200円から44,400円へ）、施設利用者の食
料・居住費への補足給付の適用厳格化などの審議が行われました。
これらの審議の日程は「年内に審議会の意見の取りまとめ、来
年の通常国会へ改正法案提出」となっています。わたしたちは地
公退・退職者連合や連合を通じた「制度改悪反対」の取り組みを
強化していきます。

熊
本
よ
り
感
謝
を
こ
め
て

第３回東アジア海外研修旅行 報告（１）
予定通り９月４日〜８日に45名の参加で実施をしました。今回は、９

月５日の黒竜江省社会科学院（政府機関）とおよそ80名で行った「日中
歴史教育シンポジウム」の報告をします。まず、社会科学院の副主席劉
爽さん、党委員会の書記謝宝禄さんに続き、西澤清会長が「民間の交流
は国と国の友好の鑑になる。過去のことは決して忘れず、今後の師にし
なければならない」などと挨拶しました。その後、日本側を代表し、松
淵昂事務局次長が、「誤った近代化を進めた日本」というタイトルで、幕
末からのテロとクーデター、明治新政府の近隣アジア諸国への蔑視と富
国強兵策、孤立した日本とあいまいにした戦争責任について報告しまし
た。また各班から１名ずつの５名が発言をしました。る

。
い
ち
早
く
日
本
に
逃
げ
帰
り
、
罪
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
石
井
を
は
じ
め
医
師
た
ち
は
戦

後
の
う
の
う
と
仕
事
を
続
け
た
。
怒
り
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。
天
皇
の
戦
争
責
任
追
及
を
は
じ
め
、

日
本
国
民
の
手
で
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
無
責
任
体
制
が
続
い
て
い
る
。
日
本
が
中
国

に
対
し
て
行
っ
た
侵
略
を
“
知
ら
な
か
っ
た
”
で

済
ま
せ
な
い
た
め
、
日
中
の
共
同
研
究
の
成
果
が

教
科
書
等
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

能
登
甚
五
　
　
千
葉
、
市
川
市

生
体
実
験
、
細
菌
爆
弾
等
の
製
造
を
行
っ
た
七

三
一
部
隊
ト
ッ
プ
石
井
四
郎
は
千
葉
県
出
身
で
あ 能登甚五
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た。また各班から１名ずつの５名が発言をしました。る

。
い
ち
早
く
日
本
に
逃
げ
帰
り
、
罪
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
な
く
、
石
井
を
は
じ
め
医
師
た
ち
は
戦

後
の
う
の
う
と
仕
事
を
続
け
た
。
怒
り
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。
天
皇
の
戦
争
責
任
追
及
を
は
じ
め
、

日
本
国
民
の
手
で
そ
れ
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
、
無
責
任
体
制
が
続
い
て
い
る
。
日
本
が
中
国

に
対
し
て
行
っ
た
侵
略
を
“
知
ら
な
か
っ
た
”
で

済
ま
せ
な
い
た
め
、
日
中
の
共
同
研
究
の
成
果
が

教
科
書
等
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

能
登
甚
五
　
　
千
葉
、
市
川
市

生
体
実
験
、
細
菌
爆
弾
等
の
製
造
を
行
っ
た
七

三
一
部
隊
ト
ッ
プ
石
井
四
郎
は
千
葉
県
出
身
で
あ 能登甚五

������������������������������������������������
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◆
編
集
後
記
◆

８
月
11
日
に
、
学
生
時
代
か
ら
の
友
人

の
誘
い
で
、
映
画
「
戦
場
ぬ
止
み
（
い
く

さ
ば
ぬ
と
う
ど
う
み
）」
を
観
た
。
監
督

は
有
名
な
「
標
的
の
村
」
を
撮
っ
た
三
上

智
恵
さ
ん
で
、
今
、
辺
野
古
の
海
を
埋
め

立
て
て
最
新
の
ア
メ
リ
カ
軍
事
基
地
が
作

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。
巨

大
な
軍
港
を
備
え
、
オ
ス
プ
レ
イ
1
0
0

機
が
配
備
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
も
は
や
普

天
間
基
地
の
代
替
施
設
な
ど
で
は
な
い
、

と
い
う
辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
闘
争
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
だ
っ
た
。
強
く
心
に
残
っ

た
の
は
、
新
基
地
建
設
の
た
め
の
機
材
が

運
ば
れ
る
米
軍
海
兵
隊
の
「
キ
ャ
ン
プ

シ
ュ
ワ
ブ
基
地
」
の
ゲ
ー
ト
前
で
、
連
日

の
座
り
込
み
を
す
る
85
歳
の
文
子
ば
あ
さ

ん
で
、
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
悲
惨
な

沖
縄
戦
の
体
験
談
、
母
や
弟
の
た
め
に
必

死
に
生
き
て
き
た
戦
後
、
そ
し
て
今
の
闘

い
、
沖
縄
は
今
な
お
戦
場
だ
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
週
土
曜
日
、
家
族
５
人
で

抗
議
行
動
を
続
け
る
清
武
さ
ん
一
家
、

ゲ
ー
ト
前
の
リ
ー
ダ
ー
山
城
博
治
さ
ん
は

毎
朝
５
時
半
に
は
病
を
押
し
て
門
の
前
に

立
つ
。
カ
ヌ
ー
リ
ー
ダ
ー
の
弘
文
さ
ん
、

高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト
基
地
建
設
反
対
の
ゲ

ン
さ
ん
一
家
、
み
ん
な
元
気
に
明
る
く
団

結
し
て
戦
っ
て
い
る
。
是
非
、
こ
の
映
画

を
観
て
ほ
し
い
。
私
も
、
10
月
の
日
退
教

第
７
次
沖
縄
交
流
に
参
加
し
、
連
日
座
り

込
み
を
す
る
人
々
と
交
流
し
、
新
基
地
建

設
反
対
の
輪
を
広
げ
た
と
思
っ
て
い
る
。

（
ま
）

７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
参
議

院
選
挙
に
お
い
て
、
日
政
連
比

例
区
「
な
た
に
や
正
義
」
候
補

は
当
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
に
あ
た

り
、
日
退
教
は
安
倍
自
公
政
権

の
戦
争
へ
の
道
づ
く
り
や
教
育

制
度
改
悪
の
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
た
め
に
も
、
な
ん
と
し

て
も
日
政
連
議
員
を
当
選
さ
せ

よ
う
と
の
決
意
の
も
と
、
比
例

区
に
「
な
た
に
や
正
義
」、
愛

知
選
挙
区
に
「
齋
藤
よ
し
た

か
」、
兵
庫
選
挙
区
に
「
水
岡

俊
一
」（
い
ず
れ
も
現
職
）
の

３
名
を
候
補
者
と
し
て
推
薦
し
、

各
単
会
の
推
薦
と
活
動
を
要
請

し
て
き
ま
し
た
。

各
単
会
は
地
元
選
挙
区
推
薦

候
補
者
の
当
選
と
と
も
に
、
比
例
区
「
な

た
に
や
」
の
当
選
を
期
し
て
戦
い
ま
し
た
。

「
な
た
に
や
」
さ
ん
、「
齋
藤
」
さ
ん
の

当
選
は
果
た
し
ま
し
た
が
、「
水
岡
」
さ

ん
に
つ
い
て
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
議
院
比
例
区
の
選
挙
は
、
難
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
所
属
政
党
が
票

を
と
っ
て
も
比
例
区
で
は
個
人
名
得
票
数

で
上
か
ら
当
選
し
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
。

結
果
は
「
な
た
に
や
」
さ
ん
は
連
合
擁
立

候
補
者
12
人
中
７
番
目
、
民
進
党
獲
得
11

議
席
中
８
番
目
で
の
当
選
で
し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
を
全
体
的

に
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
改
憲
勢
力
」
３

分
の
２
を
許
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
安
部

首
相
は
な
ん
と
し
て
も
「
憲
法
改
悪
」
に

手
を
つ
け
て
く
る
で
し
ょ
う
。
当
面
い
わ

ゆ
る
「
緊
急
事
態
条
項
」
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
、

野
党
共
闘

の
成
果
も

あ
り
ま
し

た
。
全
国

32
の
一
人

区
（
選
挙

区
）
で
は

全
て
の
区

で
野
党
統

一
候
補
が

擁
立
さ
れ
、

う
ち
11
人

が
当
選
し

ま
し
た
。

な
か
で
も
、

沖
縄
選
挙

区
で
は
辺

野
古
新
基
地
建
設
反
対
を
訴
え
た
伊
波
候

補
が
、
現
職
大
臣
を
破
っ
て
当
選
。
東
北

地
方
で
は
、
福
島
で
現
職
閣
僚
を
落
選
さ

せ
る
な
ど
、
６
県
中
５
県
で
野
党
統
一
候

補
が
当
選
。
ま
た
同
時
に
行
わ
れ
た
鹿
児

島
県
知
事
選
で
は
川
内
原
発
の
九
州
電
力

川
内
（
せ
ん
だ
い
）
原
発
の
一
時
停
止
・

点
検
を
訴
え
た
「
三
反
園
訓
」
さ
ん
が
当

選
と
、
展
望
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。

衆
院
東
京
10
区
と
福
岡
６
区
の
補
選
が

10
月
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
野
党
統
一
候
補

の
擁
立
が
で
き
る
か
が
焦
点
で
す
。

今
学
校
現
場
は
超
勤
・
多
忙
化
の
実
態

が
あ
り
、
歯
止
め
な
い
自
発
的
勤
務
を
強

い
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
習
指
導
要
領
を
改

変
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
道

徳
教
育
の
特
別
教
科
化
な
ど
、
あ
ら
た
な

教
育
も
現
場
に
押
し
付
け
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
学
校
現
場
と
連
帯
し
た
日
政

連
議
員
の
政
策
提
言
が
圧
倒
的
に
重
要
で

す
。
わ
た
し
た
ち
の
教
育
・
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
思
い
、
憲
法
を
守
り
、
平
和
な

社
会
を
築
く
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
日
政
連

議
員
と
と
も
に
運
動
を
す
す
め
ま
す
。

＜16参院選こぼれ話＞
柴　田　廸　春

７月10日投開票の参院選で私がやったことの１つが、署
名入り「公選はがき」の宛名書きでした。枚数は、比例区
候補「なたにや」分が３桁、地方区候補「小川敏夫」分は
比例区の３分の１でしたがどうにか３桁にはなりました。
１枚でも多く、と今は年賀の往復だけになっている元同僚
や卒業生、都退教協会員と私が把握して東京教組役員以外
の「知り合い」という「知り合い」、そしてわかる範囲の
親類縁者すべてに出しました。

私が感じたのは、その反応です。まず、妻の元同僚から
は、「私の投票した人が二人とも当選したの、これまで長
いこと選挙に行っているけど、初めてでした」と。もう一
人は甥の連れ合いから「候補者がたくさんいて、誰に投票
したらいいか、と思っていたら、叔父さんからのハガキで
いい人紹介してもらって、しかも両方当選したので本当に
よかったと思っています」と。

マスコミは、「改憲派が３分の２を占めた」ことを意図
的に煽っています。しかし、私は東北地域の大部分と関東
甲信越の多くの県で、「野党統一候補が」自公勢力を凌駕
したこと、東京・愛知で民進党が複数当選しています。し
たがって、私は今後の闘いの「芽」と「下地」は充分にあ
るとみて良いと考えています。仕切り直しはこれからです。

なたにやさん・齋藤さん当選、水岡さん次点 −参議院選挙− 角
三
外
弘
　
　
石
川
、
七
尾
市

私
は
、
こ
の
20
年
ほ
ど
七
尾
へ
の
中
国
人
強
制

連
行
・
強
制
労
働
の
問
題
の
調
査
や
裁
判
闘
争
に

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
、

日
本
は
閣
議
決
定
に
も
と
づ
き
約
４
万
人
の
中
国

人
を
強
制
連
行
し
、
日
本
の
鉱
山
や
炭
鉱
、
土
木

建
築
、
港
湾
な
ど
で
強
制
労
働
を
さ
せ
、
約
７
千

人
が
、
苛
酷
な
労
働
と
虐
待
、
栄
養
不
足
な
ど
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。
七
尾
へ
は
3
9
9
人
が
連
行

さ
れ
港
湾
荷
役
労
働
で
15
人
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

私
は
現
職
の
1
9
9
5
年
か
ら
調
査
を
始
め
、

10
数
回
も
訪
中
し
て
七
尾
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
幸

存
者
や
遺
族
を
訪
ね
て
聴
き
取
り
、
交
流
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
2
0
0
5
年
か
ら
は
七
尾
強
制
連

行
訴
訟
に
と
り
く
み
、
原
告
や
弁
護
団
を
支
え
て

闘
か
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
で
15
件
の
中
国
人
強

制
連
行
訴
訟
が
た
た
か
わ
れ
ま
し
た
が
、
七
尾
は

最
後
の
提
訴
と
な
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
2
0
0
7
年
の
西
松
4
・
27
最
高

裁
判
決
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
敗
訴
と
な
り
ま
し
た

が
、
戦
後
補
償
を
求
め
る
と
り
く
み
は
続
い
て
お

り
、
2
0
0
0
年
の
花
岡
和
解
、
2
0
0
9
年
の

西
松
和
解
、
そ
し
て
今
年
６
月
の
三
菱
和
解
と
い

う
成
果
を
得
て
い
ま
す
。
七
尾
で
も
日
本
政
府
に

対
す
る
責
任
追
及
と
被
害
者
へ
の
国
家
賠
償
を
求

め
る
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

日
本
へ
の
強
制
連
行
に
先
立
っ
て
、
中
国
の
華

北
地
方
な
ど
か
ら
東
北
地
方
（「
旧
満
州
」）
へ
多

く
の
中
国
人
が
強
制
連
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

総
数
に
つ
い
て
、
中
国
人
強
制
連
行
の
訴
訟
で
日

本
の
学
者
が
裁
判
所
へ
出
し
た
意
見
書
は
7
1
8

万
人
と
し
て
い
ま
す
。
貴
社
科
院
で
は
、
東
北
地

方
へ
強
制
連
行
さ
れ
た
中
国
人
の
総
数
を
ど
の
く

ら
い
と
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

※
　
黒
竜
江
省
社
科
院
の
王
希
亮
研
究
員
は
、

「
1
9
3
6
〜
1
9
4
0
年
は
１
年
間
に
1
0
0

万
人
、
1
9
4
1
〜
1
9
4
5
年
は
１
年
間
に
30

万
人
」
と
答
え
ま
し
た
。
合
計
6
5
0
万
人
と
な

り
、
私
が
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
5
0
0
万
人
か

ら
1
0
0
0
万
人
の
間
で
あ
る
。
日
本
へ
の
中
国

人
強
制
連
行
は
1
9
4
3
年
か
ら
で
あ
り
、
戦
争

末
期
に
は
「
旧
満
州
」
と
日
本
と
の
中
国
人
強
制

連
行
の
奪
い
合
い
と
も
い
え
る
状
況
と
な
っ
た
、

と
答
え
た
。

宮
川
幸
久
　
　
東
京
、
八
王
子

昭
和
天
皇
は
89
年
の
１
月
に
亡
く
な
り
、
日
本

国
中
が
喪
に
服
す
有
様
で
あ
っ
た
。
日
本
軍
の
兵

士
と
し
て
中
国
大
陸
か
ら
仏
印
に
従
軍
し
た
父
は
、

生
前
、
祝
日
に
は
必
ず
日
の
丸
を
揚
げ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
父
が
天
皇
に
は
戦
争
責
任
が
あ
る
と

言
っ
て
い
た
。
皇
軍
兵
士
と
し
て
青
春
を
す
べ
て

捧
げ
た
よ
う
な
戦
争
に
従
軍
し
た
父
が
、
昭
和
天

皇
よ
り
早
く
亡
く
な
り
、
悔
し
く
て
仕
方
が
な

か
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
、
昭
和
天
皇
の
戦
争
責

任
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

※
　
な
か
な
か
答
え
に
く
い
質
問
で
、
明
瞭
な

返
答
は
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

山
田
百
合
子
　
　
埼
玉
、
鶴
ヶ
島
市

日
本
人
が
戦
後
も
生
ま
れ
変
わ
れ
な
い
ポ
イ
ン

ト
は
尊
皇
思
想
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
江
戸
初
期

に
水
戸
光
圀
が
国
学
者
、
神
官
、
朱
子
学
者
を
集

め
て
編
纂
さ
せ
た
大
日
本
史
に
起
因
し
ま
す
。
水

戸
藩
は
明
治
も
編
纂
を
続
け
ま
し
た
。
こ
の
思
想

が
明
治
の
元
勲
を
教
え
た
松
下
村
塾
に
流
れ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
思
想
で
特
に
神
官
た
ち
は
敗
戦

の
間
際
ま
で
テ
ロ
を
も
辞
さ
な
い
滅
私
報
国
、
忠

君
愛
国
と
戦
争
遂
行
の
調
子
を
歌
に
し
て
東
京
大

学
の
教
授
た
ち
か
ら
も
戦
意
高
揚
を
続
け
ま
し
た
。

こ
の
元
勲
た
ち
の
末
裔
が
現
政
権
で
す
。
今
も
宗

教
界
な
ど
は
日
本
会
議
と
な
っ
て
現
政
権
を
支
え

て
い
ま
す
。

※

　日
本
の
残
留
孤
児
を
育
て
て
く
れ
た
養
父

母
に
日
本
人
が
何
か
出
来
る
事
が
有
り
ま
す

か
。

本
村
富
美
子
　
　
東
京
、
中
野
区

私
た
ち
の
班
に
は
瀋
陽
郊
外
や
北
朝
鮮
で
生
ま

れ
た
人
や
親
が
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
た
人
が
い
ま
す
。

戦
後
生
ま
れ
で
も
親
戚
が
東
北
地
方
で
働
い
て
い

た
な
ど
、
戦
争
と
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

は
世
代
、
地
域
の
別
な
く
戦
争
を
教
え
ら
れ
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
で
は
現
代
史
を
学
ば
せ
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
も
生

徒
に
き
ち
ん
と
戦
争
を
教
え
て
こ
な
か
っ
た
と
反

省
し
て
い
ま
す
。
去
年
日
本
で
は
戦
争
法
が
成
立

し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
ま
た
戦
争
に
な
る
と

い
う
危
機
感
で
、
私
た
ち
は
国
会
へ
行
っ
た
り
、

若
い
人
と
話
を
し
た
り
、
重
慶
爆
撃
裁
判
支
援
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
私
は
中
国
東
北
地
方
に
来
た

の
は
２
回
目
で
す
。
前
回
感
動
し
た
の
は
撫
順
戦

犯
管
理
所
で
日
本
人
捕
虜
が
人
間
的
な
扱
い
を
受

け
、
罪
を
認
め
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。
人
は
力
で

押
さ
え
つ
け
る
の
で
は
な
く
人
間
と
し
て
尊
重
さ

れ
た
と
き
に
変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

生
徒
と
関
わ
る
と
き
、
私
は
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
退
職
後
、
性
暴

力
を
受
け
た
女
性
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
私
は
日
本
軍
慰
安
婦
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
は
責
任
を
認
め
ず
お
金
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
日
本
軍
慰
安

婦
問
題
の
解
決
の
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
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